
藤岡市議会だより（13.5.1）１

◆発行日　平成13年５月１日　◆発行　藤岡市議会　◆編集　藤岡市議会編集委員会　◆印刷　株式会社エスエイ印刷
◆藤岡市ホームページ　http://www.city.fujioka.gunma.jp/

第14号

３
月
定
例
会
に
お
い
て
正
・
副

議
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議
　
長
　
中
村
　
菊
雄
　

副
議
長
　
新
井
　
雅
博

市
民
の
皆
様
に
就
任
の
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
３
月
１
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
平
成
１３
年
第
一
回
定
例
会
に

お
き
ま
し
て
私
ど
も
が
議
長
・
副

議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
は
身
に
余
る
光

栄
に
存
じ
ま
す
と
共
に
そ
の
責
任

の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
次
第

で
す
。

二
十
一
世
紀
に
入
り
少
子
高
齢

化
、
国
際
化
、
高
度
情
報
化
、
地

方
分
権
化
が
進
む
中
で
地
域
の
特

性
を
生
か
し
住
民
の
意
向
を
反
映

し
市
政
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向

上
並
び
に
議
会
の
円
滑
な
運
営
に

誠
心
誠
意
努
力
い
た
す
覚
悟
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
皆
様
の
一
層
の
御

指
導
御
協
力
を
賜
り
ま
す
様
御
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

定
例
会
は
、
３
月
１
日
か
ら
３

月
１６
日
ま
で
の
１６
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
１３
年
度
藤
岡
市
一
般
会
計

予
算
な
ど
３９
議
案
、
議
員
提
出
議

案
３
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
１
日
＝
本
会
議
　
会
期
の
決

定
、
議
案
３９
件
を
上
程
、
う
ち
１７

議
案
を
即
決
。

◇
２
日
＝
本
会
議
９
議
案
、
議
員

提
出
議
案
３
件
を
即
決
。
総
務
常

任
委
員
会
、
教
務
厚
生
常
任
委
員

会
。

◇
７
日
＝
予
算
特
別
委
員
会
。

◇
８
日
＝
予
算
特
別
委
員
会
。

◇
１２
日
＝
本
会
議
一
般
質
問
。

◇
１６
日
＝
本
会
議
、
委
員
会
付

託
・
議
員
提
出
追
加
議
案
１
件
を

即
決
。

「
就
任
に
あ
た
っ
て
」 

正
・
副
議
長
決
ま
る 
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木
　
村
　
喜
　
徳

現
在
の
社
会
資
本
整
備
の
状

況
を
ど
の
よ
う
に
、
考
え
て
い
る
の

か
又
ど
の
よ
う
な
都
市
構
想
の
下
に

藤
岡
市
の
近
代
化
を
促
進
す
る
の
か
。

都
市
基
盤
整
備
や
文
化
・
福

祉
施
設
な
ど
の
生
活
関
連
施
設
は
先

進
し
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

又
近
代
化
に
向
か
っ
て
、
し
っ
か
り

と
し
た
政
策
の
策
定
と
政
策
方
針
に

基
づ
き
事
業
推
進
を
積
極
的
に
進
め

市
民
福
祉
並
び
に
市
民
生
活
の
利
便

性
の
向
上
を
目
的
と
し
た
事
業
振
興

を
進
め
る
も
の
と
す
る
。

将
来
の
藤
岡
の
た
め
に
今
な

さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
有
る
と
思

う
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
針
に
沿

っ
て
町
づ
く
り
を
進
め
る
の
か
。

政
策
能
力
並
び
に
事
業
推
進

能
力
の
向
上
は
必
要
要
件
で
あ
り
自

治
体
と
し
て
能
力
の
向
上
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幹
線
道
路
や
福

祉
施
設
や
子
育
て
環
境
の
整
備
や
潤

い
の
あ
る
空
間
の
整
備
が
緊
急
に
取

り
組
む
課
題
だ
と
思
う
。
又
藤
岡
市

固
有
の
優
位
性
を
生
か
し
交
流
文
化

都
市
の
実
現
を
目
指
す
。

青
　
木
　
　
　
寛

藤
岡
市
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取

得
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

藤
岡
市
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ

認
証
取
得
に
つ
い
て
は
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
環
境
負
荷
の
低
減
が

図
れ
る
な
ど
、
そ
の
重
要
性
は
十
分

認
識
し
て
お
り
、
市
長
か
ら
の
指
示

に
よ
り
調
査
研
究
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
が
行
財

政
改
革
の
中
に
も
利
用
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
検
討
し
て
い
る

段
階
で
す
が
、
質
の
高
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
事
務
事
業
の
見
直
し

に
よ
る
合
理
化
、
生
活
環
境
の
保
全

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
、
更
に
は
省
資
源
対
策

な
ど
経
費
削
減
の
効
果
も
期
待
で
き

る
の
で
は
な
い
の
か
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
藤
岡
市
の
現
状
に
合
っ
た
認
証

取
得
を
検
討
し
、
行
財
政
改
革
の
視

点
か
ら
も
こ
れ
ら
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

反
　
町
　
　
　
清

現
在
藤
岡
市
に
は
ど
ん
な
種

類
の
公
園
と
数
が
有
る
の
か
。

種
類
に
つ
い
て
は
総
合
公

園
、
運
動
公
園
、
歴
史
公
園
、
お
や

こ
広
場
等
８
種
類
程
。
数
は
公
園
広

場
等
大
小
合
計
３７
カ
所
。

今
後
の
計
画
、
拡
張
に
つ
い

て
、
地
域
配
分
し
、
身
近
で
安
心
し

て
く
つ
ろ
げ
る
公
園
を
設
け
て
ほ
し

い
。

既
に
藤
岡
市
緑
の
基
本
計
画

案
を
策
定
し
た
。
住
民
の
意
見
を
求

め
た
後
速
や
か
に
決
定
し
、
公
園
、

緑
地
等
の
整
備
を
進
め
た
い
。
第
三

次
総
合
計
画
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
に

自
然
と
共
生
す
る
美
し
い
都
市
づ
く

り
と
し
て
い
る
４
つ
の
基
本
方
針
を

設
定
し
、
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
行
き
た
い
。
目
標
年
次
を

平
成
２７
年
と
設
定
し
現
在
市
民
１
人

当
た
り
の
公
園
面
積
を
９
・
１２
g
か

ら
５１
・
４３
g
に
、
街
区
公
園
を
５
カ

所
か
ら
２２
カ
所
、
市
街
化
調
整
区
域

内
の
小
公
園
も
４０
カ
所
程
度
整
備
し

て
行
く
。
公
園
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
関

係
も
整
備
の
際
に
極
力
配
慮
し
、
関

係
機
関
や
団
体
等
と
協
議
し
慎
重
に

進
め
て
行
き
た
い
。斉

　
藤
　
千
枝
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
係
が
設

置
さ
れ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
様
な

こ
と
を
行
う
の
か
伺
い
た
い
。

今
ま
で
は
、
対
応
や
支
援
等

一
元
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

窓
口
を
設
置
し
、
登
録
制
度
や
補
助

対
象
の
整
備
、
役
割
の
明
確
化
な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
取
り
巻
く
環

境
整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

だ
れ
も
が
普
通
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
し
、
人
と
人
と
の
交
流
、

自
分
発
の
社
会
貢
献
に
喜
び
と
生
き

が
い
を
見
い
だ
す
社
会
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
が
、
中
心
拠
点
の
設

置
・
助
成
金
に
つ
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
座
開
催
、
新
聞
発
行
・
子
育

て
及
び
高
齢
者
援
助
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

中
心
拠
点
の
具
体
的
場
所
等

は
決
定
し
て
い
な
い
が
、
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
助
成
金
に

つ
い
て
は
ぜ
ひ
し
て
い
き
た
い
。
庁

内
、
市
民
の
方
々
の
意
見
を
聞
き
方

針
を
定
め
て
、
具
体
的
な
事
業
の
実

施
に
移
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

金
　
子
　
勝
　
治

地
域
防
災
計
画
に
は
危
機
管

理
意
識
が
表
さ
れ
て
い
る
が
①
大
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
自
主
防
災
組

織
が
初
期
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要

な
資
器
材
の
、
準
備
状
況
に
つ
い
て

②
藤
岡
市
の
防
災
総
合
訓
練
を
実
施

す
る
計
画
の
有
無
に
つ
い
て
③
大
災

害
時
に
於
け
る
児
童
生
徒
の
、
帰
宅

方
法
に
つ
い
て
、
伺
い
た
い
。

問 答

問 答 問

答 問 答 問 答

問 答 問

答 問 答 問 社
会
資
本
の

整
備
促
進
に
つ
い
て

Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
つ
い
て

公
園
の
現
状
と
未
来

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
に
つ
い
て

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

２



組
織
が
あ
り
ハ
ン
ド
メ
ガ
ホ
ン
・
ヘ

ル
メ
ッ
ト
・
腕
章
等
を
貸
与
し
て
い

る
②
防
災
訓
練
は
５
月
３０
日
に
神
流

川
河
川
敷
で
避
難
・
救
助
・
消
火
・

復
旧
等
の
訓
練
を
行
う
予
定
③
児
童

生
徒
の
安
全
帰
宅
問
題
は
、
教
育
委

員
会
等
で
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

①
林
野
火
災
や
河
川
敷
の
野

火
に
必
要
な
消
火
用
資
器
材
が
不
足

し
て
い
な
い
か
②
市
職
員
で
編
成
す

る
機
動
隊
の
装
備
・
資
器
材
・
貸
与

品
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

①
林
野
火
災
等
の
消
火
用
資
器

材
は
、
広
域
消
防
と
調
整
し
て
い
き
た

い
②
機
動
隊
用
の
貸
与
品
は
雨
が
っ

ぱ
・
長
靴
・
手
袋
で
あ
り
、
今
後
整
備

を
し
て
い
き
た
い
。三

　
好
　
徹
　
明

芦
田
町
１６
、
１７
区
の
区
民
の

皆
さ
ん
は
、
区
長
を
は
じ
め
推
進
委

員
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
当
番
で
午

前
７
時
よ
り
収
集
立
合
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
資
源
ご
み
を
出
す
側
と

指
導
監
視
す
る
側
と
の
体
験
を
市
民

が
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
環
境
問

題
に
対
す
る
市
民
の
意
識
が
深
ま
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
全
市
的
な
指
導

体
制
の
方
向
を
う
か
が
い
ま
す
。

分
別
収
集
は
、
市
民
の
皆
様

の
責
任
に
な
り
ま
す
の
で
理
解
を
も

と
め
、
さ
ら
に
ご
み
の
出
し
方
な
ど

の
チ
ラ
シ
を
掲
示
で
き
る
看
板
を
設

置
し
、
ポ
イ
捨
て
な
ど
さ
れ
な
い
き

れ
い
な
藤
岡
市
に
な
る
よ
う
啓
発
し

て
い
き
ま
す
。

三
　
好
　
徹
　
明

市
立
図
書
館
に
「
ふ
じ
お
か

Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
と
い
う
ミ
ニ
コ
ミ
誌
が
置

か
れ
て
い
ま
す
。
発
行
人
や
発
行
場

所
が
定
か
で
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も

公
共
の
場
所
で
取
り
扱
う
理
由
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

基
本
的
人
権
の
一
つ
で
あ
る

知
る
自
由
の
も
と
、
一
般
出
版
物
と

し
て
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
内
容

の
判
断
に
つ
い
て
は
、
公
の
秩
序
、

善
良
な
習
俗
等
に
反
し
な
い
か
を
施

設
長
な
ど
が
判
断
応
対
処
理
し
て
い

ま
す
。

発
行
人
無
記
名
の
「
ふ
じ
お

想
と
し
て
藤
岡
市
議
会
は
こ
ど
も
議

会
よ
り
ひ
ど
い
と
か
、
市
議
は
民
主

主
義
の
寄
生
虫
と
か
、
市
民
が
選
ん

だ
議
員
を
中
傷
誹
謗
し
た
内
容
が
あ

り
ま
す
。
発
行
人
は
、
４
年
前
の

「
口
止
め
汚
職
事
件
」
に
深
く
か
か
わ

り
、
元
議
員
か
ら
恐
喝
で
告
訴
さ
れ

た
元
毎
日
新
聞
記
者
で
す
。
そ
の
人

物
が
市
長
の
親
族
会
社
の
独
身
寮
に

電
話
を
設
置
し
、
そ
こ
で
「
ふ
じ
お

か
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
の
版
下
製
作
を
し
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
市
長

は
そ
れ
ら
を
承
知
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
伺
い
ま
す
。

発
行
人
が
誰
で
あ
ろ
う
が
問

題
は
中
身
な
の
で
あ
っ
て
、
行
政
情

報
と
し
て
必
要
だ
と
の
判
断
で
収
集

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
発
行
人
の
人

物
等
に
つ
い
て
も
す
べ
て
承
知
の
う

え
「
ふ
じ
お
か
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
創
刊
号
に

祝
辞
を
載
せ
ま
し
た
。

山
　
田
　
一
　
友

林
道
東
御
荷
鉾
線
・
奈
良
山

線
・
高
畑
線
・
ス
ー
パ
ー
林
道
等
の

整
備
と
供
用
時
期
に
つ
い
て
。

東
御
荷
鉾
線
に
つ
い
て
は
平

り
林
道
上
部
下
部
の
２
カ
所
に
集
水

ボ
ー
リ
ン
グ
を
施
工
し
地
下
水
の
排

除
を
行
う
。
市
で
は
県
補
助
事
業
で

路
面
崩
落
箇
所
、
及
び
沢
水
の
排
水

施
設
の
復
旧
工
事
を
計
画
、
工
事
完

了
後
計
器
観
測
に
て
安
全
性
を
確
認

し
平
成
１４
年
４
月
車
両
通
行
が
可
能

と
な
る
と
思
う
。
奈
良
山
線
は
工
事

の
残
り
１，

１
８
０
ｍ
で
工
事
が
容

易
な
た
め
終
点
甘
楽
町
境
ま
で
４
年

で
完
成
予
定
で
あ
り
、
平
成
１７
年
４

月
頃
供
用
予
定
で
す
。
高
畑
線
に
つ

い
て
は
４，

４
０
０
ｍ
の
調
査
測
量

設
計
を
行
い
、
全
体
事
業
量
が
明
確

に
な
る
の
で
完
成
時
期
を
お
知
ら
せ

出
来
る
と
思
う
。
産
業
の
振
興
と
生

活
環
境
の
向
上
の
た
め
努
力
し
た
い

と
思
う
。
ス
ー
パ
ー
林
道
に
つ
い
て

は
路
面
凍
結
の
た
め
遅
れ
た
が
平
成

１３
年
度
中
早
い
時
期
に
行
い
、
又
県

道
の
昇
格
を
含
め
検
討
を
考
え
て
い

ま
す
。

山
　
田
　
一
　
友

県
道
下
日
野
神
田
線
・
県
道

上
日
野
藤
岡
線
・
黒
石
地
区
バ
イ
パ

ス
構
想
の
進
渉
状
況
に
つ
い
て
。

県
道
下
日
野
神
田
線
は
、
日

野
地
区
と
高
山
地
区
を
結
ぶ
唯
一
の

道
路
で
有
り
、
早
急
に
事
業
化
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
処

で
あ
り
、
土
木
事
務
所
の
計
画
で
は

１
・
５
車
線
で
あ
り
ま
す
。
早
期
事

業
化
に
向
け
調
査
費
の
予
算
要
求
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、県
と
連
携
し
て
、

当
事
業
の
推
進
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

２
点
目
の
県
道
上
日
野
藤
岡
線
の

黒
石
地
区
バ
イ
パ
ス
構
想
で
す
が
、

近
年
の
交
通
量
の
増
大
か
ら
危
険
も

多
く
、
山
側
急
勾
配
で
工
法
的
に
困

難
な
所
で
バ
イ
パ
ス
構
想
が
浮
上
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
藤
岡
土
木

事
務
所
の
事
業
計
画
と
し
て
、
中

倉
・
塩
平
間
の
事
業
終
了
後
に
、
事

業
化
を
検
討
し
た
い
と
の
事
で
市
と

し
て
も
早
期
事
業
化
に
向
け
強
く
要

望
し
、
日
野
・
高
山
の
交
通
安
全
と

振
興
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

答

問

答 問 答

問 答 問 答

問 答 問

藤岡市議会だより（13.５.１）３

県
道
に
つ
い
て

ご
み
分
別
収
集
体
制
に

つ
い
て

林
道
に
つ
い
て

行
政
情
報
の
管
理
と

取
り
扱
い
に
つ
い

①
市
内
の
９６
％
に
自
主
防
災

答

か
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
１２
号
に
は
市
職
員
の
感

成
１３
年
度
に
お
い
て
県
営
事
業
に
よ



桜
の
花
も
散
り
は
じ
め
野
山
は
新
緑

で
彩
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
予
算
議
会
も
前
年
度
対
比
１５．
５

％
、
２８
億
１
４
０
０
万
円
増
の
２
１
０

億
円
と
積
極
的
な
予
算
計
上
で
藤
岡
市

民
サ
ー
ビ
ス
に
前
向
き
な
施
策
を
示
し
、

藤
岡
市
の
発
展
、
繁
栄
を
希
望
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

新
た
な
名
所
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス

「
ら
ら
ん
藤
岡
」
は
昨
年
４
月
２８
日
に
オ

ー
プ
ン
し
、
人
、
物
、
情
報
の
発
信
基

地
と
し
て
藤
岡
の
顔
と
成
り
、
多
く
の

方
か
ら
愛
さ
れ
る
施
設
に
成
長
す
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。

委
員
長
　
塩
原
　
　
三

副
委
員
長
　
佐
藤
　
　
淳

委
　
　
員
　
三
好
　
徹
明

〃
　
　
金
子
　
勝
治

〃
　
　
針
谷
　
賢
一

〃
　
　
山
田
　
一
友

〃
　
　
　
田
　
達
哉

４

議会は３・６・９・１２月の定
例会と随時の臨時会が開かれま
す。
傍聴希望者は、市民相談室へ

申し込んでください。
問い合わせは市議会事務局

（1２２－１２１１内線３６１）へ

番　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　　果

第 １ 号 教育委員会委員の任命について 同 意（全員一致）
第 ２ 号 藤岡市部設置条例の全部改正について 可 決（全員一致）
第 ３ 号 ららん藤岡の設置及び管理に関する条例の一部改正について 可 決（多　　数）
第 ４ 号 藤岡市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 可 決（全員一致）
第 ５ 号 藤岡市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 可 決（全員一致）
第 ６ 号 藤岡市霊柩自動車利用条例の一部改正について 可 決（全員一致）
第 ７ 号 藤岡市福祉医療費支給に関する条例の一部改正について 可 決（全員一致）
第 ８ 号 藤岡市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について 可 決（全員一致）
第 ９ 号 藤岡市介護給付費準備基金条例の制定について 可 決（全員一致）
第 10  号 藤岡市営駐車場の設置及び管理に関する条例の全部改正について 可 決（全員一致）
第 11  号 藤岡市労働環境整備資金融資促進条例の一部改正について 可 決（全員一致）
第 12  号 藤岡市勤労者生活資金融資条例の一部改正について 可 決（全員一致）
第 13  号 藤岡市勤労者住宅建設資金融資促進条例の一部改正について 可 決（全員一致）
第 14  号 藤岡市下水道条例の一部改正について 可 決（多　　数）
第 15  号 藤岡市用品調達基金条例の廃止について 可 決（全員一致）
第 16  号 藤岡市簡易水道事業の設置等に関する条例の一部改正について 可 決（全員一致）
第 17  号 藤岡市等介護認定審査会共同設置規約の変更について 可 決（全員一致）
第 18  号 市道路線の廃止について 可 決（全員一致）
第 19  号 市道路線の認定について 可 決（全員一致）
第 20  号 藤岡市営上落合土地改良事業計画の変更について 可 決（全員一致）
第 21  号 平成１２年度藤岡市一般会計補正予算（第３号） 可 決（全員一致）
第 22  号 平成１２年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号） 可 決（全員一致）
第 23  号 平成１２年度藤岡市老人保健特別会計補正予算（第２号） 可 決（全員一致）
第 24  号 平成１２年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号） 可 決（全員一致）
第 25  号 平成１２年度藤岡市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号） 可 決（全員一致）
第 26  号 平成１２年度藤岡市学校給食センター特別会計補正予算（第２号） 可 決（全員一致）
第 27  号 平成１２年度藤岡市下水道事業特別会計補正予算（第３号） 可 決（全員一致）
第 28  号 平成１２年度藤岡市特定地域生活排水処理事業特別会計補正予算（第１号） 可 決（全員一致）
第 29  号 平成１２年度藤岡市水道事業会計補正予算（第２号） 可 決（全員一致）
第 30  号 平成１３年度藤岡市一般会計予算 可 決（多　　数）
第 31  号 平成１３年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計予算 可 決（全員一致）
第 32  号 平成１３年度藤岡市老人保健特別会計予算 可 決（全員一致）
第 33  号 平成１３年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計予算 可 決（全員一致）
第 34  号 平成１３年度藤岡市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 可 決（全員一致）
第 35  号 平成１３年度藤岡市学校給食センター特別会計予算 可 決（全員一致）
第 36  号 平成１３年度藤岡市下水道事業特別会計予算 可 決（全員一致）
第 37  号 平成１３年度藤岡市特定地域生活排水処理事業特別会計予算 可 決（全員一致）
第 38  号 平成１３年度藤岡市簡易水道事業特別会計予算 可 決（全員一致）
第 39  号 平成１３年度藤岡市水道事業会計予算 可 決（全員一致）

第 １ 号 藤岡市議会委員会条例の一部改正について 可 決（全員一致）
第 ３ 号 藤岡市議会政務調査費の交付に関する条例の制定について 可 決（多　　数）
第 ４ 号 藤岡市議会事務局条例の一部改正について 可 決（多　　数）
第 ５ 号 議員川野盛幸君の議員辞職勧告決議について 可 決（多　　数）

藤岡市農業委員会委員の推薦について 推 薦（全員一致）

第 １ 号 議長の選挙 当 選
第 ２ 号 副議長の選挙 当 選
第 ３ 号 多野藤岡広域市町村圏振興整備組合議会議員の補欠選挙 当 選

議員川野盛幸君の議員辞職勧告の動議 取り下げ許可
動　　　　議

議員提出議案

選　　　　挙

推　　　　薦

市長提出議案


